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鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

令 和 8 年 度 施 行
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下部工座標図
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注）ひび割れ誘発目地の構造は、構造物の機能を損なわない構造とし、
　　断面欠損率は50％程度以上の製品を配置すること。

注）ひび割れ誘発目地の構造は、構造物の機能を損なわない構造とし、
　　断面欠損率は50％程度以上の製品を配置すること。
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使用材料

名　称 規　格 摘　要

均しコンクリート 18N/mm
2

24N/mm
2

コンクリート

鉄　筋 SD345

基礎砕石 RC-40
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鳥 取 県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

令 和 8 年 度 施 行
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A1橋台構造図（その１）
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2

コンクリート

鉄　筋 SD345

基礎砕石 RC-40

鳥 取 県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

令 和 8 年 度 施 行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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A1橋台構造図（その２）

橋座詳細図
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コンクリート
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基礎砕石 RC-40

鳥 取 県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川
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鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

令 和 8 年 度 施 行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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P1橋脚構造図
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A1橋台配筋図(その　) S=1:501
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図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

令 和 8 年 度 施 行
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A1橋台配筋図(その　)1
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

1 - 1
(胸壁前面)

2 - 2
(胸壁背面)

3 - 3
(胸壁平面)

4 - 4
(受台上面)

 5 - 5
(道路中心断面)

1

1

2

2

3 3
4 4

位置図



A1橋台配筋図(その　) S=1:502

1
4
5
0

1
5
0 2
0
02
5
0 2
0
02
5
0 2
5
01
5
0

1
4
5
0

150 150

10800

400 400

10800

150 42X250= 10500 150

10800

1
5
0

1
5
0

1
4
5
0

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0
 
7
5
0

3
X
2
5
0
=
2
0
0

A
 

3 D16

A
 

4 D16

A
 

5 D16

A
 

2 D13

A
 

2 D13

A
 

6 D13

A
 

7 D13 A
 

7 D13

300
200 250

180
170

270
300

230
200

280
220 250

200
300  750

3x250=

 3750
15x250= 900

3x300=

 1250
5x250=250

250

300
200 250

180
170

270
300

230
200

280
220 250

200
300

 3750
15x250= 900

3x300=

 1250
5x250=

250 250
250

3
0
 
2
7
0

3
X
9
0
=
3
0

3
3
0

30
90
 240
3X80=

90
30

480

50
150
50

250

5
0 1
0
02
0
0 1
0
0 5
0

5
0
0

B

B

A

A

H
 

1 D16

H
 

2 D16

H
 

4 D13

H
 

5 D13

鳥 取 県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

令 和 8 年 度 施 行

R 8 年 度 　 起 工

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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A1橋台配筋図(その　)2
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

6 - 6
(橋座面)

7 - 7
(橋座面二段目)

8 - 8
(竪壁平面)

(支圧補強筋平面図)

6 6
7 7

位置図

8 8

　   A-A
(沓座モルタル) S=1：20

           B-B
(アンカー補強コンクリート) S=1：20
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A1橋台配筋図(その　) S=1:503
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図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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A1橋台配筋図(その　)3
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

9 - 9
(竪壁前面)

10 10
(竪壁背面)

9

9

10

10

位置図

かぶり詳細図 S=1:20
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A1橋台配筋図(その　) S=1:504
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図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川
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鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

R 8 年 度 　 起 工

令 和 8 年 度 施 行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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A1橋台配筋図(その　)4
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

11-11
(底版上面)

12-12
(底版下面)

位置図

11 11

12 12



A1橋台配筋図(その　) S=1:50

1850

1
3
0
0

F
 

2 43-D16 X 3150

10500

F
 

4 11-D16 X 10500

5

※ ※

1
3
0
0

3600

F
 

1 43-D22 X 4900

2
4
0

2
4
0

5100

F
 

3 43-D16 X 5580

195

195

1
3
3
2

F
 

8 18-D13 X 1730

195

195

1
3
2
9

F
 

9 10-D13 X 1720

123

R
=
3
9

1
2
0

1
3
1
6

F
 

6 40-D13 X 1560

123

R
=
3
9

1
2
0

1
3
1
0

F
 

7 20-D13 X 1560

10500

F
 

5 29-D13 X 10500

10500

F
 

11 12-D19 X 10500

2
8
5

2
8
5

5138

F
 

10 12-D19 X 5710

鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径

(mm)

長　さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質　量 摘　要

P  1 D22 2000 86 3.04 6.08 523

P  2 D16 10500 6 1.56 16.38 98

P  3 D16 10500 1 1.56 16.38 16

P  4 D16 10510 1 1.56 16.40 16

P  5 D13 630 7 0.995 0.63 4

P  6 D13 590 43 0.995 0.59 25

P  7 D13 470 30 0.995 0.47 14

696

H  1 D16 1020 56 1.56 1.59 89

H  2 D16 870 84 1.56 1.36 114

H  5 D13 400 26 0.995 0.40 10

H  4 D13 970 52 0.995 0.97 50

H  3 D16 1280 28 1.56 2.00 56

319

A  1 D16 4000 86 1.56 6.24 537

A  2 D13 10990 22 0.995 10.94 241

A  3 D16 3000 43 1.56 4.68 201

A  4 D16 11500 6 1.56 17.94 108

A  5 D16 1470 41 1.56 2.29 94

A  6 D13 1410 50 0.995 1.40 70

A  7 D13 4350 8 0.995 4.33 35

A  8 D13 1510 22 0.995 1.50 33

1319

U  1 D16 2220 31 1.56 3.46 107

U  2 D13 7870 5 0.995 7.83 39

U  3 D22 500 9 3.04 1.52 14

160

F  1 D22 4900 43 3.04 14.90 641

F  2 D16 3150 43 1.56 4.91 211

F  3 D16 5580 43 1.56 8.70 374

F  4 D16 10500 11 1.56 16.38 180

F  5 D13 10500 29 0.995 10.45 303

F  6 D13 1560 40 0.995 1.55 62

F  7 D13 1560 20 0.995 1.55 31

F  8 D13 1730 18 0.995 1.72 31

F  9 D13 1720 10 0.995 1.71 17

F 10 D19 5710 12 2.25 12.85 154

F 11 D19 10500 12 2.25 23.63 284

2288

合　計 D22 1178 kg

D19 438 kg

D16 2201 kg

D13 965 kg

総質量 4782 kg

鳥 取 県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工

令 和 8 年 度 施 行
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A1橋台配筋図(その　)5
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

鉄筋径
0＜L≦1m

箇　所　数
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機械式鉄筋定着工法数量表
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-151



A1橋台ウイング配筋図(その　) S=1:501
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A1橋台ウイング配筋図(その　)1
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A1橋台ウイング配筋図(その　) S=1:502
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鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径

(mm)

長　さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質　量 摘　要

W  1
U

D16 1440 4 1.56 2.25 9

W  2
U

D16 1870 1 1.56 2.92 3

W  3
U

D13 1110 3 0.995 1.10 3 (平均長)

W  4
U

D16 1170 2 1.56 1.83 4

W  5
U

D16 2500 2 1.56 3.90 8

W  6
U

D16 1410 4 1.56 2.20 9

W  7
U

D16 1870 1 1.56 2.92 3

W  8
U

D13 1110 3 0.995 1.10 3 (平均長)

W  9
U

D13 490 4 0.995 0.49 2
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U
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D13 510 5 0.995 0.51 3

35
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D13 20 kg

総質量 83 kg
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A1橋台ウイング配筋図(その　)2



A1橋台場所打ち杭配筋図（その1） S=1:50

1 - 1

2 - 2

3 - 3

注記

1.帯鉄筋の重ね継手位置は高さ方向にずらして配置すること。

2.鉄筋の加工及び組立てにおいては、溶接を行わないものとする。

3.鉄筋かごの形状保持のための補強材は補強リングなどで行うものとし、詳細は

「場所打ち杭無溶接工法 参考図」を参照すること。
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種 別 径

(mm)

長　さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質　量 摘　要

P 1 D29 12000 24 5.04 60.48 1452

P 2 D29 3500 24 5.04 17.64 423

P 3 D29 3500 12 5.04 17.64 212

P 4 D22 7000 12 3.04 21.28 255

P 5 D22 7000 12 3.04 21.28 255

P 6 D16 4200 108 1.56 6.55 707

P 7 D13 310 40 0.995 0.31 12

P 8 D22 1670 8 3.04 5.08 41 (平均長)

3357
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D13 12 kg

総質量 3357 kg
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A1橋台場所打ち杭配筋図（その1）



A1橋台場所打ち杭無溶接工法参考図

補強リング設置箇所 S=1:100

名　称 規　格

使用材料

コンクリート

鉄　筋

呼び強度 30N/mm
2

SD345

補強リング・固定金具
種　　別 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

2673 10 4.43 11.84 118

－　 －　 － 

L-6x50x50

Uボルト(D32用)  －

補強リング

スペーサー固定金具
種　　別 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

－　 80 －　 － Uボルト  － スペーサーと主鉄筋の固定

6

FB-4X30 Uボルト固定用80 0.942 0.075 6

(杭1本当り)

80

主鉄筋と補強リングの固定

118

(杭1本当り)

180

24*5+12*5

4本*2個*10段

A1橋台場所打ち杭配筋図（その2）

主鉄筋・帯鉄筋金具詳細図 S=1:20

※ 主鉄筋と帯鉄筋は番線結束とする

補強リングと主鉄筋金具詳細図 S=1:20
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P1橋脚配筋図(その　)1 S=1:50
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塩  見  川河 川 名
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令 和 8 年 度 施 行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工

全   21   葉中の内  15

P1橋脚配筋図(その　)1
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。
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P1橋脚配筋図(その　)2 S=1:50
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図　示

令 和 8 年 度 施 行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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P1橋脚配筋図(その　)2
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。
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中間帯鉄筋は主鉄筋の外側の帯鉄筋にかけること。
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P1橋脚配筋図(その　)3 S=1:50
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P1橋脚配筋図(その　)3
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

位置図

8 8

9 9
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注）
スターラップは配力筋を取り囲んで配置する。
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P1橋脚配筋図(その　)4 S=1:50
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P1橋脚配筋図(その　)4
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。



P1橋脚配筋図(その　)

　※

　※

　※

5

鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径

(mm)

長　さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質　量 摘　要

S 1 D16 3500 45 1.56 5.46 246

S 2 D16 3500 2 1.56 5.46 11

S 3 D16 3000 2 1.56 4.68 9

S 4-1 D16 7500 2 1.56 11.70 23

S 4-2 D16 5500 2 1.56 8.58 17

S 5-1 D16 8000 2 1.56 12.48 25

S 5-2 D16 5500 2 1.56 8.58 17

S 6-1 D16 8500 2 1.56 13.26 27

S 6-2 D16 5500 2 1.56 8.58 17

S 7 D16 1600 45 1.56 2.50 113

505

H 1 D16 1020 140 1.56 1.59 223

H 2 D16 920 168 1.56 1.44 242

H 3 D16 1330 56 1.56 2.07 116

H 4 D13 1010 104 0.995 1.00 104

685

C 1 D29 8500 192 5.04 42.84 8225

C 2 D16 7780 110 1.56 12.14 1335

C 3 D16 7390 110 1.56 11.53 1268

C 4 D16 1600 528 1.56 2.50 1320

C 5 D16 6910 88 1.56 10.78 949

13097

F 1 D25 10900 103 3.98 43.38 4468

F 2 D25 8850 52 3.98 35.22 1831

F 3-2 D22 11000 34 3.04 33.44 1137

F 3-1 D22 5500 34 3.04 16.72 568

F 4-1 D19 10000 34 2.25 22.50 765

F 4-2 D19 4000 34 2.25 9.00 306

F 5 D19 8720 12 2.25 19.62 235

F 6-1 D19 10000 12 2.25 22.50 270

F 6-2 D19 3500 12 2.25 7.88 95

F 7 D13 1680 150 0.995 1.67 251

9926

合　計 D29 8225 kg

D25 6299 kg

D22 1705 kg

D19 1671 kg

D16 5958 kg

D13 355 kg

総質量 24213 kg
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図 号

鳥 取 市 福 部 町 細 川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

図　示

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工
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P1橋脚配筋図(その　)5
注) 1. ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　　 下記の基準等を満足すること。

　　　　 ①道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

　　　　 ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　 なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

　　　 と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　2. この図面の機械式鉄筋定着工法は参考値であり製品を

　　　 特定するものではない。

鉄筋径
0＜L≦1m

箇　所　数

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m

D13

D19
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D32
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-

723

機械式鉄筋定着工法数量表
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P1橋脚場所打ち杭配筋図（その１）S=1:50

1 - 1

2 - 2

3 - 3

1
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60

注記

1.帯鉄筋の重ね継手位置は高さ方向にずらして配置すること。

2.鉄筋の加工及び組立てにおいては、溶接を行わないものとする。

3.鉄筋かごの形状保持のための補強材は補強リングなどで行うものとし、詳細は

「場所打ち杭無溶接工法 参考図」を参照すること。

( 杭 1 本 当 り )
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鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径

(mm)

長　さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質　量 摘　要

P 1 D32 12000 28 6.23 74.76 2093

P 2 D32 3500 14 6.23 21.81 305

P 3 D22 6500 14 3.04 19.76 277

P 4 D22 6500 14 3.04 19.76 277

P 5 D16 4300 97 1.56 6.71 651

P 6 D13 310 36 0.995 0.31 11

P 7 D22 1670 8 3.04 5.08 41 (平均長)

3655

合　計 D32 2398 kg

D22 595 kg

D16 651 kg

D13 11 kg

総質量 3655 kg
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P1橋脚場所打ち杭配筋図(その１)



P1橋脚場所打ち杭無溶接工法参考図

補強リング設置箇所 S=1:100

名　称 規　格

使用材料

コンクリート

鉄　筋

呼び強度 30N/mm
2

SD345

補強リング・固定金具
種　　別 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

2664 9 4.43 11.80 106

－　 －　 － 

L-6x50x50

Uボルト(D32用)  －

補強リング

スペーサー固定金具
種　　別 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

－　 72 －　 － Uボルト  － スペーサーと主鉄筋の固定

5

FB-4X30 Uボルト固定用80 0.942 0.075 5

(杭1本当り)

72

主鉄筋と補強リングの固定

106

(杭1本当り)

182

28*4+14*5

4*2*9

P1橋脚場所打ち杭配筋図（その2）

主鉄筋・帯鉄筋金具詳細図 S=1:20

※ 主鉄筋と帯鉄筋は番線結束とする

補強リングと主鉄筋金具詳細図 S=1:20
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P1橋脚場所打ち杭配筋図（その2）
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側 面 図

〔鋼矢板打設時〕

s=1/200

令和 8年度施行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工 　 参 考 図
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　　杭施工機械による地盤の変動を少しでも抑制する計画としている。
    なお、施工的に不具合がある場合、施工手順を調整すること。
　　（基礎杭を先行施工する等）

注）後工程の杭基礎施工（掘削機設置）を考慮し、
　　鋼矢板圧入時は布掘り等により、施工基面からの突出をなくすこと。

注）全旋回反力版利用や掘削機のカウンタウエイト配置の調整により、
　　鋼矢板に干渉しないように、杭基礎施工を行うこと。

▽施工基面1.80

反力板
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〔基礎杭施工時〕

s=1/200

令和 8年度施行
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〔床掘時〕
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工事用車両進入路

下部工施工要領図(参考図)（その4）

平 面 図

鳥取県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥取市福部町細川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

下部工施工要領図(参考図)（その4）

1:200

側 面 図

〔躯体施工時〕

s=1/200

令和 8年度施行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工 　 参 考 図
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DL=0.00
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埋設型枠使用　
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鋼矢板　Ⅲ型
L=9.00m

DL=0.00

切梁　H-300x300x10x15
山留材　L=2.25m,1.30m

腹起し　H-300x300x10x15
山留材　L=5.15m

埋設型枠使用　

土留め工数量集計表

質量

(kg)
摘要

1本当り質量

(kg/本)
名　称 規　格

長さ

(m)
本数

単位質量

(kg/m)

鋼矢板 Ⅲ型 9.00 88 60.0 540.0 47,520.0 リース材

小計 47,520.0

腹起し H-300×300×10×15 11.35 2 100.0 1,135.0 2,270.0 山留材

〃 〃 5.15 2 100.0 515.0 1,030.0 〃

切梁 H-300×300×10×15 1.75 2 100.0 175.0 350.0 山留材、
キリンジャッキ L=0.50m控

〃 〃 0.80 2 100.0 80.0 160.0 〃

火打ち梁 H-300×300×10×15 1.83 4 100.0 183.0 732.0 山留材、
火打ち受ピース1.0m控除

小計 4,542.0

副部材A 999.2 主部材×22％

副部材B 181.7 主部材×4％

小計 1,180.9

合計 53,242.9

鋼矢板打設 N＝ 88 枚

鋼矢板引抜き N＝ 88 枚

スルーサーB H30-W160 N＝ 2 個

2
4
9
1

2
0
0

2
4
9
1

2
0
0

注）後工程の杭基礎施工（オールケーシング掘削機設置）を
　　考慮し、鋼矢板圧入時は、布掘り等により、
　　施工基面からの突出をなくすこと。

布掘り

▽1.80(設計GL)

▽1.80(施工基面) ▽1.80(施工基面)

※油圧式バイブロ

※油圧式バイブロ

※油圧式バイブロ

油圧式バイブロ、Ⅲ型、L≦19ｍ/枚

油圧式バイブロ、Ⅲ型、L≦19ｍ/枚

鳥取県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥取市福部町細川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

A1橋台土留め工詳細図(参考図)

1:100

側 面 図

平 面 図

断 面 図

A1橋台土留め工詳細図(参考図) S=1:100

注）スルーサー詳細は別紙参照のこと。

令和 8年度施行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工 　 参 考 図
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　切梁　H-350x350x12x19
山留材　L=3.88m(1段目)
　　　　L=3.83m(2段目)

腹起し　H-350x350x12x19(1段目)
　　　　H-400x400x13x21(2段目)

山留材　L=9.45m(1段目)
　　　　L=9.35m(2段目)

鋼矢板　Ⅲ型
L=9.50m

DL=0.00

鳥取県

図 名

位 置

縮 尺 単 位

図 号

鳥取市福部町細川

mm

鳥 取 県 土 整 備 事 務 所

塩  見  川河 川 名

P1橋脚土留め工詳細図(参考図)

1:100

側 面 図

平 面 図

断 面 図

注）(　)内は1段目の寸法を示す。

土留め工数量集計表

鋼矢板 Ⅲ型 9.50 128 60.0 570.0 72,960.0 リース材

小計 72,960.0

腹起し H-350×350×12×19 14.95 2 150.0 2,242.5 4,485.0 山留材

〃 〃 9.45 2 150.0 1,417.5 2,835.0 〃

〃 H-400×400×13×21 14.95 2 200.0 2,990.0 5,980.0 〃

〃 〃 9.35 2 200.0 1,870.0 3,740.0 〃

切梁 H-350×350×12×19 3.38 4 150.0 507.0 2,028.0
山留材、
キリンジャッキ L=0.50m控

〃 〃 3.33 4 150.0 499.5 1,998.0 〃

火打ち梁 H-300×300×10×15 4.66 8 100.0 466.0 3,728.0
山留材、
火打ち受ピース1.0m控除

〃 〃 3.24 8 100.0 324.0 2,592.0 〃

〃 〃 1.12 8 100.0 112.0 896.0 〃

小計 28,282.0

副部材A 6,222.0 主部材×22％

副部材B 1,131.3 主部材×4％

小計 7,353.3

合計 108,595.3

鋼矢板打設 N＝ 128 枚

鋼矢板引抜き N＝ 128 枚

スルーサーB H35-W170 N＝ 4 個

質量
(kg)

摘要1本当り質量
(kg/本)

名　称 規　格
長さ
(m)

本数
単位質量
(kg/m)

P1橋脚土留め工詳細図(参考図) S=1:100

▽1.80(施工基面)▽1.80(施工基面)

注）後工程の杭基礎施工（施工基面円滑化）を
　　考慮し、鋼矢板圧入時は、布掘り等により、
　　施工基面からの突出をなくすこと。

布掘り

▽1.80(設計GL)

注）スルーサー詳細は別紙参照のこと。

令和 8年度施行

※油圧式バイブロ※油圧式バイブロ

※油圧式バイブロ

油圧式バイブロ、Ⅲ型、L≦19ｍ/枚

油圧式バイブロ、Ⅲ型、L≦19ｍ/枚

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）

R 8 年 度 　 起 工 　 参 考 図

全   7   葉中の内   6



16 484 400 16484400800

500

H型鋼(連結部)

W=1600

スルーサーＢ L=2600

500

H型鋼(連結部)

空洞金具 空洞金具H型鋼（埋設部）

スルーサーB　H30-W160

2
881
2

3
00

3
00

300ｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ②

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ①

400500 800 400 500

50 50225 225

3
00

250

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ連結用孔ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ連結用孔 エア抜き用孔

1
6

2
5

1
6

2
5

横拘束鉄筋貫通孔

1
50

横拘束鉄筋貫通用長孔

1
50

埋設部H型鋼

※ 横拘束鉄筋があり切梁と交差する場合。

断面Ａ－Ａ

35 250 35

2
50

3
5

3
5

32 304 32

16 368 16

400

φ
5
0

Ａ

Ａ

空洞金具詳細図

320

3
20

主材連結用孔

※　H型鋼（連結部）の長さは、切梁メーカー仕様または施工条件により

※　H型鋼（連結部）の穴開け位置は、切梁メーカー仕様による。

　　変更する場合がある。

※　空洞金具部及びＨ型鋼（埋設部）は鉄筋防錆剤塗装仕上げ。

※　H型鋼（連結部）は赤さび塗装仕上げ。

16 484 400 16484400900

500

H型鋼(連結部)

W=1700

スルーサーＢ L=2700

500

H型鋼(連結部)

空洞金具 空洞金具H型鋼（埋設部）

スルーサーB　H35-W170

3
36

3
50 ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ① 1
2

ｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ②

3
50

350

主材連結用孔

400500 900 400 50050 50

150 1502@250=500

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ連結用孔エア抜き用孔

1
6

2
7.

5

1
6

2
7.

5

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ連結用孔

3
50

横拘束鉄筋貫通孔
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横拘束鉄筋貫通用長孔
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埋設部H型鋼

※ 横拘束鉄筋があり切梁と交差する場合。
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空洞金具詳細図
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※　H型鋼（連結部）の長さは、切梁メーカー仕様または施工条件により

※　H型鋼（連結部）の穴開け位置は、切梁メーカー仕様による。

　　変更する場合がある。

※　空洞金具部及びＨ型鋼（埋設部）は鉄筋防錆剤塗装仕上げ。

※　H型鋼（連結部）は赤さび塗装仕上げ。
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令和 8年度施行

塩 見 川 広 域 河 川 改 修 工 事 （ 2 1 工 区 ） （ 国 補 正 ）
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